
 

◎ 理科部門（小） 

 

１ 行事及び内容 

 ⑴ 研究委員会  

    ア 第１回 ６月 ４日（月）  ・本年度事業計画  

                 ・小学校理科実験講習会日程 ・小学校理科部門別研修会日程 

    イ  第２回 １月１５日（火）  ・年間活動反省 ・来年度の方向性 

 

 ⑵ 理科実験講習会準備委員会（研究委員会及び協力者会） 

  ① ５月３０日（水） ・方針及び日程説明、単元配当、講師決定  

  ② ７月 ４日（水）  ・講習内容検討会 

  ③ ８月 ９日（木） ・テキスト内容検討、実施実験決定、教材注文 

  ④ ８月２２日（水） ・テキスト製本（５０部）、実験器具の点検、材料の準備 

 

 ⑶ 理科実験講習会 

期 日  ８月２４日（金） 会場：本渡南小学校（図書室及び理科室） 

        出席者  第６学年担任及び希望参加者（参加総数２６名） 

講 師  ９名 

 

 ⑷ 天草郡市科学展・発明工夫点審査会 

        期日   １０月１６日（火）  会場：天草教育会館 

        内容   県出品作品１４点・郡市優秀賞２１点・発明工夫展５点審査 

 

 ⑸ 熊本県科学研究物展示会出品（７８回）小中あわせて優賞７点 良賞７点  

      

   熊本県発明工夫展出品（５２回） 小中あわせて５点  

    

 

２ 本年度の反省と来年度の志向 

 ⑴ 理科実験講習会は、理科部門の部門別研修として実施し，理科部門の先生方及び第６学年の担

任の先生，理科専科の先生に参加頂いた。新学習指導要領移行前の最後の第６学年となったが，

新指導要領での指導でも活かせる内容となるよう検討を重ねて行った。 

   内容としては，参加頂いた先生方に好評であり，講師の先生方全員で検討した成果となった。

講師の数が減ったが、複数単元の担当という形で対応した。テキスト内容検討会と講師井野先生

の出張が重ならないように調整する必要がある。 

   来年度は新指導要領の移行期間になるので，以降内容をしっかり踏まえた資料作りとなるよう

講師一同励みたい。 

 ⑵ 科学展は、今年度も天草部会と苓北部会は学校での審査を依頼し、学校から直接郡市の審査会

への出品となった。上天草部会は部会での審査を行い郡市の審査会に出品していただいた。夏休

みなどでの自由研究としての科学研究への取り組み総数は３７００点程となり，児童数減の中，

各学校でしっかり取り組んでいただいていることがうかがえる。インターネットの普及により自

由研究の素材は多種多様となってきているが，そこからの子ども独自の発想による深まりがあま

りない作品が見受けられるが，子どもなりの感性で一生懸命取り組んでいる作品が多かった。審

査の中で，ネット上にある実験と似ているところがないかチェックする必要がある。 

   来年度も多くの子どもたちに科学研究に取り組んでもらうとともに，身近なところから疑問を

見つけ出し深まりのある作品となるよう啓発をしていきたい。 


